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研究概要：

防災研究所では，水資源環境研究センターを中心に，エジプト・カウンターパート機関（アシュート大学，アレキサン

ドリア大学，水資源・灌漑省水資源研究所(NWRC)）と学術交流を深め，ナイル川の水資源管理を主テーマとする研究アラ

イアンス（JE-HYDRO NET）の構築を行ってきた．これまで，GCOE-ARS（極端気象と適応社会の生存科学）の取り組み

の一環として，2010 年 10 月に防災研究所にて第１回シンポジウムを，また，2012 年 3 月にカイロにて第２回シンポジウ

ムを開催し，１）ナイル川流域およびデルタに対する気候変動影響の評価，２）灌漑および地下水を含む統合的水資源管

理，３）貯水池の持続的管理，４）沿岸域管理，５）鉄砲洪水（フラッシュフラッド）対策の５分野について，関係機関

間でデータ共有を促進し，検討を進めていくことを確認した．

近年，エジプトなどの乾燥・半乾燥地域のワジ流域においてフラッシュフラッド(WFF)が頻発している．WFF 対策では，

ハード対策（洪水貯留施設など）とソフト対策（降雨－流出モデルに基づく予警報システム導入や土地利用計画など）を

組み合わせた多面的アプローチが重要である．一方，洪水は地下水涵養によって新たな水資源開発を行う貴重な機会でも

ある．そこで本拠点研究では，「減災」および「水資源開発」を複合目的とするWFF の統合管理について，将来の気候変

動影響も考慮しながら対応方策の提案を行うことを目的とした．

本拠点研究はGADRI（世界防災研究所連合）の地域課題プロジェクトにも位置付けられ，2015 年 10 月には防災研究所

においてワジの洪水対策について広範な議論を集中的に議論する第１回国際会議（1st ISFF）を，また 2016 年 10 月にはエ

ジプト・ベルリン工科大学エルゴナキャンパスにおいて第２回国際会議（2nd ISFF）を開催した．今後，ハード対策として

の洪水調節ダムの導入においては，国土交通省や日本大ダム会議（JCOLD）と連携して，日本で開発された現地材料を効

果的に利用する工法（CSG（Cemented Sand and Gravel）ダム工法）を検討する予定であり，日本のソフト技術およびハー

ド技術の連携の好例となることが期待される．また，学部学生，大学院学生（修士課程，博士後期課程）の学生も研究プ

ロジェクトに参加しており，グローバル人材の育成に貢献することが期待される．その一例として，学部学生の研究では，

エジプトの王家の谷の洪水リスク評価を行い，その成果はマスコミにも取り上げられ注目された（毎日新聞 2017 年 2 月 20

日）．http://mainichi.jp/articles/20170220/k00/00m/040/131000c
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